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照
明
の
素
で
あ
る
電
気
の
こ

と
は
、
索
人
で
あ
る
が
、
郷
台

に
た
づ
さ
わ
る
以
上
、
一
応
玄

人
の
様
な
顔
を
し
て
来
た
が
、

私
は
元
来
皆
様
に
持
ち
上
げ
ら

れ
な
け
れ
ば
人
の
上
に
は
立
て

な

い

性

分

で

あ

る

が

、

｛

こ
こ
に
皆
様
の
推
選
に
よ
り
｝

当
協
会
の
会
長
に
な
れ
ま
し
た
[

こ
と
を
有
難
く
思
っ
て
居
り
ま
[i 

す
。

'
,
'
,
1
 

久
保
田
万
太
郎
氏

の
挨
拶

発
会
式
に
於
け
る

会
長

I 

~~`~-＿←→←一―-―→.～～~～’

午
前
十
一
時
、
先
づ
癸
起
人
代
表
天

野
万
助
氏
の
挨
拶
に
よ

b
開
会
す
。

総

会

が
、
ニ
ケ
年
に
わ
た
る
発
起
人
賭

舞
台
照
明
家
協
会
発
足
す

永
い
間
、
懸
案
に
た
つ
て
い
た
、
舞

台
照
明
家
協
会
が
、
去
る
昭
和
一
―
-
+
-

年
十
月
十
七
日
、
銀
座
ス
エ
ヒ
ロ
に
於

て
、
東
京
及
近
郊
に
在
住
の
照
明
家
多

数
の
出
席
の
も
と
に
、
創
立
癸
足
し
た
。

続
い
て
．
劇
界
、
舞
踊
界
の
各
名
士
及

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
参
加
も
あ
っ
て
、

華
々
し
く
癸
会
式
を
行
っ
た
。

【
天
野
万
助
氏
挨
拶
】

台
照
朋
家
協
会
の
癸
会
を
見
た
こ

と
は
あ
る
意
味
で
は
必
然
的
で
あ

る
。
と
見
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
が
、

我
々
異
っ
た
職
場
に
働
く
も
の
が

同
じ
目
的
に
進
ん
で
結
成
さ
れ
た

こ
と
は
、
誠
に
意
誂
深
い
こ
と
で

あ
る
。
本
会
が
現
在
に
至
る
中
で

に
は
、
幾
多
の
問
題
が
あ
っ
た

さ
わ
る
も
の
と
し
て
、
こ
こ
に
舞

活
し
て
来
た
。
我
々
照
明
に
た
づ

四
十
年
の
伝
統
の
も
と
に
、
生

―-—1一9 ← ‘9-f-
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規
約
の
細
事
に
関
し
て
、
天
野
氏
よ

り
引
続
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
問
た

い
た
い
と
説
明
が
あ
っ
た
。

田

中

恒

，

雄

規
約
審
議

七

0
名

六
一
名

一
六
五
名

規
約
に
つ
い
て
は

ヽ
滝吉

尾

輝

雄

本

郎

こ
れ
は
、
本
年
度
は
会
員
相
互
の
連
絡

の
た
め
に
選
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
近
く
活
動
的
た
役
員
の
改
正
を
行

小

川

俊

治

，
金
~
合

造

入
会
申
込
者

総
会
出
席
者

委

任

者

に
て
、
本
会
は
こ
こ
に
成
立
し
た
。

I 
沼原

田

勝勝

夫

岩

崎

英令

児

理

事

今

云
F

川

鶴

市

続
い
て
本
会
成
立
の
可
否
に
つ
い
て

は、

井

直

次

た
美
し
’
い
も
の
が
、
バ
ッ
チ
と
し
て
、

篠

＊

佐

夫

J 
斎天

藤

政

雄

野

万

助

た
。
続
い
て
、
役
員
紹
介
が
あ
っ
た
。

松

崎

国

維

ィ

上相

野

雄

馬

虎清

恒

i
中

本

猛

雄

前

田

の
経
過
報
告
を
次
の
様
に
説
明
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
十
月
十
三
日
、
浜
離

宮
芳
梅
亭
に
於
て
、
第
一
回
発
起
人
会

が
開
か
れ
て
よ
り
、
同
会
は
計
十
回
、

準
備
委
員
会
は
計
五
回
が
開
か
れ
た
。

本
規
約
案
は
、
本
年
度
も
す
で
に
期

間
も
短
い
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
本
年
は

規
約
の
審
議
並
に
改
正
に
お
き
、
本
格

的
た
活
動
は
次
年
度
に
持
越
す
と
説
明

さ
れ
た
。

，

穴

沢

喜

美

男

右
の
様
た
役
員
案
を
可
決
、
成
立
し

た
お
本
協
会
の
マ
ー
ク
は
、
伊
薦
喜

朔
氏
に
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
、
近
代
的

会
員
全
員
の
胸
に
輝
い
た
。

叉
記
念
品
と
し
て
、
当
日
参
加
者
全

員
及
申
込
会
員
全
員
に
、
舞
台
照
明
家

協
会
の
名
入
の
あ
る
検
電
器
兼
用
の

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
が
贈
ら
れ
た
。

（
写
真
は
総
会
風
景
）

/ I 
上和

条
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午
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光

弘

監

事
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昇

発
起
人
よ

b
役
員
案
が
提
出
さ
れ
、

理

事

長

常
任
理
事

野

省

青

山

静

雄

木林

久 君

下

俊

氏
の
努
力
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
こ

と
を
．
こ
こ
に
感
謝
す
る
。

と
挨
拶
し
続
い
て
、
本
会
成
立
ま
で

役
員
選
出

久

保

田

万

太

郎

／
 

会

長

く
、
本
規
約
は
成
立
し
た
。
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伽） 目 ⇔ （一）

然
し
、
こ
れ
か
ら
出
来
る
だ
け
お
互
に

兎
も
角
も
、
永
い
間
の
懸
案
で
あ
っ

た
「
協
会
」
が
結
成
さ
れ
、
そ
し
て

久
保
田
会
長
を
戴
い
た
こ
と
を
喜
び
た

と
同
時
に
今
後
会
員
相
互
は
。

こ
の
協
会
の
発
展
に
心
を
い
た
し
、
演

劇
・
舞
踊
に
貢
献
す
る
努
力
を
お
し
ま

ぬ
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

そ
こ
で
私
は
、
次
に
挙
げ
る
事
項
を

会
員
相
互
で
検
討
の
結
果
、
着
々
と
実

行
に
う
つ
し
た
い
と
希
望
し
ま
す
。

舞
台
機
構
と
照
明
設
備
の
改
良

照
明
器
具
、
資
材
の
検
討

照
明
。
フ
ラ
ン
の
記
号
の
統
一
、

優
れ
た
操
作
記
録
法
の
制
定

全
国
劇
場
ホ
ー
ル
の
舞
台
条

部
外
者
へ
の
啓
癸

会
員
各
人
の
勤
務
条
件
の
意
見

交
換
会
員
間
の
互
恵
方
法

テ
レ
ビ
技
術
の
向
上
と
改
良

会
員
相
互
の
研
究

目
劇
の
見
学

伽
研
究
会
、
講
習
会
の

元
来
、
我
々
は
、
こ
の
よ
う
た
会
の

運
営
に
は
不
馴
れ
た
結
果
、
事
務
的
処

理
が
滞
b
勝
ち
に
な
り
勝
ち
で
あ
る
。

等
々
•
…•
•
O

開
催

け
諸
外
国
の
現
況
の
取

材
と
交
流

回
照
明
プ
ラ
ン
の
癸
表

舞
台
照
朋
家
協
会
の
会
員
名
簿
を
開

い
て
見
て
、
こ
ん
た
に
多
く
の
仲
間
が

居
た
の
か
と
驚
い
た
の
は
私
ば
か
り
で

ほ
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
驚
く
と
共

に
、
今
更
驚
か
ね
ば
た
ら
ぬ
程
、
今
主
で

お
互
の
交
流
が
た
か
っ
た
こ
と
を
誠
に

残
念
に
思
っ
た
。
で
も
、
皆
ん
た
の
同

じ
ょ
う
た
気
持
が
集
つ
て
、
此
の
協
会

が
出
来
た
の
で
あ
る
か
ら
誠
に
嬉
し
い

こ
と
で
あ
る
。
然
し
、
協
会
は
只
今
の

所
、
ロ
ハ
、
形
が
出
来
た
だ
け
で
、
此
れ

竺
。

紹
介

（
例
）

切
書
籍
•
新
聞
等
に
掲

載
の
照
明
参
考
記
事
の

協会の

篠

木

佐

夫

這に珈零コと霙

固白{+)

発展

小 川

因仇）
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旧
上
演
ス
ク
ッ
フ
そ
の
他
か
ら
の

因 国

件
・
照
明
設
備
の
収
集

舞
台
照
明
用
語
・
呼
称
の
統
一

上
演
ス
ク
ッ
フ
ヘ
の
照
明
効
果

現
象
化
の
指
示
法

是
正
し
あ
っ
て
、
所
期
の
目
的
で
あ
る

会
員
相
互
の
浪
劇
・
舞
踊
部
門
内
で
の

照
朋
の
地
位
向
上
と
認
識
を
高
め
る
た

め
に
我
々
会
員
の
積
麒
的
た
心
構
え
を

期
待
し
ま
す
。

長＿
を
如
何
に
癸
展
さ
せ
て
行
く
か
は
、
此

れ
か
ら
の
こ
と
だ
と
思
う
。
協
会
の
目

的
に
掲
げ
ら
れ
た
檬
た
こ
と
が
、
必
ず

し
も
急
速
に
実
現
さ
れ
る
と
は
思
わ
た

い
。
然
し
、
皆
ん
た
で
協
会
を
育
て
て

行
く
気
が
あ
れ
ば
、
必
ず
少
し
づ
つ
で

も
実
現
の
方
向
に
進
む
こ
と
が
出
来
る

と
思
う
。
あ
ま
h‘

せ
つ
か
ち
に
た
ら
ず

に
、
だ
か
ら
と
云
つ
て
、
あ
ま

b
傍
観

的
に
も
た
ら
ず
に
、
一
人
一
人
が
い
つ

も
頭
の
中
に
協
会
の
事
を
考
へ
て
居
れ

ば
。
色
々
の
事
で
協
会
と
の
結
び
付
き

が
出
来
て
、
そ
れ
が
自
然
に
協
会
の
癸

展
に
役
立
つ
事
に
た
り
、
会
員
の
利
益

と
も
結
び
つ
く
事
に
た
る
と
思
う
。

協
会
の
結
成
に
依
つ
て
私
逹
は
一
っ

の
力
を
得
た
。
此
の
力
を
大
き
く
す
る

為
め
に
は
会
員
の
一
人
一
人
が
常
に
協

会
に
関
心
を
持
つ
事
だ
と
思
う
。

◎
最
近
、
各
所
で
聞

く
話
だ
が
、
ゼ
ラ
チ

ソ
ペ
ー
パ
ー
の
色
が

ど
う
も
レ
ッ
テ
ル
香

号
と
違
う
場
合
が
、

た
ま
た
ま
あ
る
。

例
え
ば
、
同
じ
＃
45
と
貼
つ
て
あ
る
も
の

の
中
に
も
、
黄
味
が
多
す
ぎ
た
り
、
少
か
つ

た
り
。そ
れ
か
ら
一
枚
の
ゼ
ラ
チ
ン
の
一
方
の
端

と
片
方
の
端
と
で
も
、
色
、
厚
み
等
が
不
均

一
な
も
の
が
出
て
い
る
。

こ
れ
は
、
是
非
メ
ー
カ
ー
に
反
省
し
て
欲

し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。
(
T
.
T
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昨
年
の
秋
照
明
家
協
会
の
癸
足
を
得

て
、
今
又
其
の
機
関
紙
の
癸
行
を
見
る

に
至
り
、
共
の
喜
び
は
筆
紙
に
表
わ
せ

た
い
も
の
で
あ
り
主
す
。

思
え
ば
大
正
元
年
帝
劇
が
建
骰
さ
れ

て
独
乙
シ
ー
メ
ン
ス
の
照
明
股
備
が
据

付
け
ら
れ
た
時
、
秀
様
に
案
内
さ
れ
て

学
生
だ
っ
た
私
等
は
只
不
思
議
の
面
持

で
調
光
器
や
沢
山
ス
キ
ッ
チ
の
並
ん
で

い
る
配
電
盤
、
舞
台
上
に
吊
ら
れ
て
い

る
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ト
等
う
や
む
や
に
見

学
し
た
事
を
記
憶
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
＋
＝
一
年
後
震
災
後
の
歌
舞

伎
座
の
復
興
の
際
、
米
国
ク
リ
ー
ゲ
ル

会
社
が
設
計
し
て
見
積
た
の
で
あ
b
士

し
た
が
、
予
算
の
関
係
で
ボ
ー
ダ
ー
と

夕令•→1... ♦..... ~ .. 

丸
茂
富
治
郎

を
祝
す

協
会
の
発
足

→→—→で→9....＋.....→らヤ→‘→→→...→や鴫ャ

フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
は
東
京
電
気
が
、
調
光

器
と
配
電
盤
と
は
私
の
処
で
製
作
す
る

事
に
な
っ
て
、
ど
う
や
ら
施
行
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

一一一一

其
の
後
，
東
京
劇
場
建
設
の
際
、
各
i

個
回
路
に
調
光
器
を
入
れ
る
こ
と
の
便
一

宜
と
、
一
1

一
相
四
線
式
の
中
性
線
を
設
け
一

た
配
線
方
式
が
、
舞
台
配
線
と
し
て
、

l

最
も
便
利
の
こ
と
を
主
張
し
て
共
に
採
一
●

用
さ
れ
、
東
宝
劇
場
建
設
に
際
し
、
多
一
・＿
 

分
岐
式
U
型
調
光
変
圧
器
の
設
計
を
呈

g

＿
・＿
 

示
し
て
、
井
上
技
術
課
長
の
同
意
を
得
5

て
採
用
さ
れ
，
ク
ラ
ウ
ド
マ
シ
ン
や
プ

5

●一
＿
・

ラ
ン
カ
ー
ト
式
幻
燈
装
置
等
も
製
作
し
i

て
ス
ボ
ッ
ト
ラ
イ
ト
や
，
フ
ラ
ッ
ド
ラ

5

●
 
＿
 

イ
ト
等
の
器
具
類
も
大
い
に
進
歩
し
て
―

来
ま
し
た
が
、
戦
争
に
依
る
中
絶
と
災

i・
-• 

．
害
は
製
作
の
継
続
を
不
可
能
に
す
る
の
一

で
は
た
い
か
と
迄
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
＿
＿
・

平
和
時
代
の
健
全
娯
楽
の
関
係
に
あ
る
．

私
等
の
仕
事
は
、
戦
前
よ
り
一
層
の
興

l・
一
-• 

味
を
増
す
も
の
が
あ
っ
て
、
純
ア
ル
ミ

ニ
ュ
ー
ム
の
電
解
研
序
に
よ
る
反
射
板

5

は
、
照
明
器
具
の
型
式
を
変
え
、
能
率

l.l・
 

の
格
段
の
上
昇
を
見
た
の
で
あ
b
ま
し

5

て
、
又
プ
レ
セ
ッ
ト
式
、
遠
方
操
作
式
i

-• 

の
照
明
操
作
盤
も
大
い
に
進
歩
し
た
の
—

で
あ

b
ま
す
。
戦
後
急
速
に
進
ん
で
来
＿
・

32•2.20 
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純

吉

宮

本

省

春

日

正

彦

伊

藤

安

雄

11111■■11111 

新

入

会

員

川
口
市
上
青
木
町
三
の
九
七
八

荒
川
区
三
河
島
六
の

世
田
谷
区
経
堂
町
四
八
五

豊
島
区
池
袋
七
の
ニ
ー
五
五

足
立
区
本
木
町
二
の
ー
ニ
三
二

宇
都
宮
市
西
原
町
二
七

0
六

文
京
区
雑
司
谷
町
七
五

渚
区
芝
田
村
町
一
丁
目
松
崎
照
朋
研
内

品
川
区
大
井
森
下
町
四

0
二
0

松
戸
市
下
矢
切
一
八

中
央
区
小
田
原
町
一
一
の

北
区
中
里
町
四

武
藤
野
市
吉
祥
寺
一
三
二
六

練
馬
区
仲
町
三
の
六
六

積
浜
市
港
北
区
北
綱
町
一
四
五

"’IIII■■II 

会

員

消

息

△▲△▲△ 
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ニご：：――::.＝＝二―

滝

尾

輝

雄

望
む

協
会
に

た
テ
レ
ピ
ジ
ョ
ン
は
舞
台
照
朋
に
新
し

い
広
大
の
分
野
を
開
い
て
色
々
の
研
究

課
題
を
投
じ
た
事
は
、
私
等
に
と
つ
て

は
若
返
り
薬
を
与
え
ら
れ
た
様
の
気
持

さ
え
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

斯
く
て
照
明
家
協
会
の
発
足
は
、
其

前
途
の
益
ぇ
明
る
＜
、
そ
し
て
広
い
も

の
で
あ
る
事
を
信
じ
て
心
か
ら
祝
福
し

大
い
に
悦
ぶ
処
で
あ

b
ま
す
。

（
筆
者
は
丸
茂
電
機
K
•
K
・
社
長
）

永
い
間
、
幾
度
と
た
く
、
吾
々
が
話

し
合
っ
て
い
て
、
仲
々
出
来
上
が
ら
た

か
っ
た
協
会
が
●
先
輩
諸
氏
の
努
力
に

依
つ
て
、
癸
足
し
た
。

癸
足
し
た
以
上
、
吾
人
会
員
は
、
こ

の
協
会
を
育
て
、
癸
展
さ
せ
、
お
互
の

て
い
た
だ
き
ま
す
と
、

よ
b

緊
密
た
連
絡
機
関
と
た
ら
ん
こ
と
•

を
望
む
。
そ
れ
に
は
、
会
員
諸
氏
の
協

会
に
対
す
る
考
え
を
、
自
分
と
は
別
個

の
も
の
的
た
考
え
で
た
＜
＂
自
分
が
協

会
の
一
構
成
分
子
で
あ
る
と
一
字
う
こ
と

を

強

く

認

識

し

て

欲

し

い

。

●

さ
て
協
会
も
昨
年
十
月
十
七
日
ス
ク

l.

ー
ト
し
て
か
ら
四
ヶ
月
を
過
ぎ
て
し
ま
一

っ
た
。
未
だ
、
こ
れ
と
一
k
っ
た
仕
事
を

l.

し
て
い
た
い
。
理
事
達
は
何
を
し
て
い
一
•

一
-• 

る
の
だ
と
、
お
し
か
り
を
う
け
る
か
も

一

し
れ
た
い
が
、
こ
れ
は
協
会
と
去
う
も
．

一

の
を
遥
事
達
に
任
士
て
ば
か
り
い
た
の

5

一

で
は
駄
目
で
あ
る
。
ど
し
ど
し
と
会
員
5

＿
 

諸
氏
が
、
意
見
や
、
文
句
を
、
ぶ
つ
つ

i

け
て
欲
し
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
理
事
達
一
•

も
、
動
か
ざ
る
を
得
た
＜
た
る
と
思

i

ぅ
°
み
ん
た
も
夫
々
、
い
ろ
ん
た
意
見
一

を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
そ
一

-．
 

れ
を
遠
慮
た
＜
伝
え
て
下
さ
い
。
私
も
一

こ
こ
に
二
、
三
や
り
た
い
こ
と
、
や
ら
一

た
け
れ
ば
た
ら
た
い
こ
と
を
泣
さ
ぺ
せ
一

＿
 お

願

ひ

＿
 
一
一
●
み
な
さ
ん
の
お
手
元
に
あ
る
、
会
員
住
所
録
は
、
会
員
申
込
K
H
に
某
い
て
編
輯
致
し
ま
し

た
の
で
す
が
、
そ
の
申
込
書
に
住
所
の
は
つ
き
り
甚
い
て
な
い
も
の
、
所
属
の
不
明
な
も

i

の
が
相
当
に
あ
り
、
一
々
間
い
合
せ
、
聞
き
合
は
せ
て
ま
と
め
た
の
で
す
が
、
色
々
不
備

一一な
点
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
若
し
住
所
、
所
属
等
の
間
違
っ
て
い
る
の
が
あ
り
ま
し

一
た
ら
、
事
務
局
宛
御
連
絡
下
さ
い
。
次
の
住
所
録
作
製
の
参
考
に
い
た
し
た
い
の
で
す
。

〇
照
明
プ
ラ
ン
の
、
記
号
統
一
、

現
在
は
或
る
温
度
統
一
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
人
に
依
つ
て
、
使

い
方
が
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
、
こ

れ
は
是
非
統
一
し
た
け
れ
ば
た
ら

‘’ 
加

藤

光

外

全
退

春一

（
演
舞
場
）

（
歌
舞
伎
座
）

会

松

川
•■1111■■ 

平

淳

（
松
崎
照
研
）

1111■■1111 

休

会

瓶

正

吉

浅

沼

貢

井

直

次

今 原

英

穴

沢

喜

美

男

ul■■1111■ 

住

所

変

更

古

屋

誠

IIU■■1111 II●●1111● 

東
積
ホ
ー
ル
松
竹
事
務
所
へ
転
底
の

た
め
松
竹
退
社

病
気
休
養
の
た
め

新
宿
区
下
落
合
四
の
ニ
ー
一
八

品
川
区
上
大
崎
一
の
五

穴
沢
方

批
田
谷
区
玉
川
等
々
力
町
一
の
一
＿
一
の

埼
玉
県
南
埼
至
郡
建
田
町
山
ノ
内

三
八
I

六

品
川
区
上
大
崎
一
の
五

■1111■■1 台
東
区
柳
橋
二
の
六
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成

瀬

昇

氏

熊
沢
玉
田

実
氏
章
氏

田
氏

喜
多
松
太
郎
氏

高
田
平
太
郎
氏

柳

東
京
に
於
け
る
、
舞
台
照
明
家
協
会

の
癸
足
は
、
全
国
的
に
色
々
の
反
響
を

呼
ん
だ
。
そ
の
一
っ
と
し
て
。
去
る
ニ

月
九
日
（
土
）
大
阪
関
四
電
気
ク
ラ
プ

に
於
て
、
バ
グ
ナ
ル
株
式
会
社
の
越
山

氏
の
尽
力
に
よ
り
、
京
阪
神
地
方
の
舞

台
照
明
家
中

大
阪
コ
マ
劇
場

梅

田

劇

場

大
阪
歌
舞
伎
座

大

阪

剌

場

大
阪
産
経
会
館

京

都

南

座

’””““”“““”‘“”‘““”‘ 

大
阪
毎
日
会
館

敏
栂
氏

神

戸

国

際

会

館

春

一

氏

大

阪

中

座

佐

竹

氏

の
九
氏
が
集
合
し
、
東
京
を
本
部
と

し
、
関
西
を
支
部
と
す
る
か
、
関
西
は

関
四
と
し
て
独
立
し
た
形
で
発
足
す
る

か
等
を
協
議
し
、
結
論
と
し
て
一
応
関

西
と
し
て
、
東
京
の
規
約
等
を
参
考
に

し
て
独
自
に
癸
足
し
、
東
京
と
の
話
合

い
に
よ

b
統
一
の
問
題
を
検
討
す
る
。

そ
し
て
三
月
中
に
癸
起
人
会
を
開
く
事

を
決
め
た
。
尚
名
古
屋
へ
の
呼
び
掛
け

は
癸
起
人
会
後
に
す
る
事
に
し
た
。

奥
田
小
林

協
会
に
対
す
る
最
近
の
動
き

◎
関
西
に
於
け
る
舞
台
照
明
家
の

1/1/IllIIII/IIllWllllll/lllll/1.i/lb 

似
協
会
へ
、
各
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
、

仕
事
（
作
品
）
を
報
告
す
る
こ
と
、

こ
れ
は
協
会
と
し
て
記
録
し
て
置

き
た
い
か
ら
是
非
。
い
つ
、
ど
こ

で
、
何
を
。

全
国
各
劇
場
、
公
会
堂
等
の
機

(3) 

た
い
。

構
を
集
録
し
て
、
会
員
の
便
を
計

'
b
た
い
。
こ
れ
に
は
、
会
員
諸
氏

の
知
つ
て
い
る
範
囲
で
、
ど
し
ど

し
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
い
。

ま
だ
ま
だ
あ

b
ま
す
が
、
あ
ま
り
一

度
に
書
き
た
ら
べ
て
も
大
変
で
す
か
ら

追
々
に
出
す
こ
と
に
し
ま
す
。

園
我
が
国
に
舞
台
照
明
が
出
来
て
四
十
有
数

年
の
歳
月
が
流
れ
て
居
り
、
現
在
の
照
明
技
・

術
迄
に
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
て
下
さ
れ
た
諸

先
輩
の
方
々
に
深
く
敬
意
を
表
す
と
同
時
に

深
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

今
ま
で
の
照
朋
家
は
各
個
人
で
仕
事
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
て
、
積
の
連
絡
が
少
し
も
あ

り
ま
ま
ん
で
し
た
。
あ
っ
た
と
し
て
も
、
昔

風
の
師
匠
弟
子
の
関
係
だ
け
で
、
租
も
す
れ

ば
セ
ク
ト
的
で
し
た
。
今
後
そ
う
ゆ
う
こ
と

や
、
色
ん
な
仕
事
の
く
い
ち
が
い
や
、
積
の

関
係
の
な
い
た
め
に
蒙
る
不
利
な
ど
を
正
す

意
味
で
、
舞
合
照
明
家
協
会
が
発
足
し
た
こ

と
は
私
に
と
つ
て
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

さ
て
発
足
し
て
、
そ
の
会
員
数
を
見
ま
す

と
、
二
百
数
名
の
多
き
な
人
数
の
協
会
で

す
。
こ
の
数
字
を
見
て
、
こ
の
協
会
の
発
足

は
遅
き
に
失
し
た
と
思
っ
た
の
は
私
ば
か
り

で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

し
か
し
、
立
ち
お
く
れ
は
あ
っ
た
と
し
て

も
、
今
後
私
達
の
ナ
ペ
き
こ
と
は
、
こ
の
協

会
の
健
全
な
発
展
に
協
力
す
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
一
刻
も
甲
く
大
い
な
る
実
質
の
と
も

な
っ
た
協
会
に
す
べ
き
こ
と
が
、
私
達
に
課

せ
ら
れ
た
義
務
だ
と
思
い
ま
す
。

幸
い
に
、
日
本
演
隈
協
会
の
御
協
力
を
得

て
、
そ
の
事
務
局
を
演
阿
協
会
内
に
置
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
只
今
の
処
事
務
局
は
出

来
て
も
そ
こ
に
何
時
も
い
ら
れ
る
事
務
員
が

お
り
ま
せ
ん
。
私
は
先
ず
第
一
に
事
務
員
を

一
名
選
出
し
て
、
連
絡
、
事
務
処
理
す
る
こ

と
が
先
決
だ
と
思
い
ま
す
。

更
に
こ
の
会
報
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
の
近
況
を
ど
し
ど
し
お
知
ら
せ
下
さ
れ

ば
多
襟
的
な
い
い
会
報
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

た
と
へ
ば
自
分
の
い
る
劇
場
、
又
仕
事
を

し
た
劇
場
の
機
構
の
説
明
や
意
見
が
あ
ち
ら

か
ら
も
、
こ
ち
ら
か
ら
も
出
る
と
す
れ
ば
お

の
ず
か
ら
知
識
も
ふ
え
よ
う
と
云
う
も
の
で

す。
最
後
に
今
ま
で
も
色
々
な
こ
と
で
事
務
局

の
不
手
き
わ
が
あ
り
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
上
を
か

り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
と
同
時
に
皆

さ
ん
会
員
全
員
が
事
務
局
員
で
も
あ
る
の
で

す
か
ら
、
思
い
つ
か
れ
た
こ
と
は
ど
し
ど
し

提
出
し
て
下
さ
つ
て
、
御
叱
正
下
さ
る
よ
う

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

0
各
プ
ラ
ン
メ
ー
カ
ー
の
セ
ッ
ト
．
フ
ラ
ン
の
記
号
を
統
一
さ

れ
ん
こ
と
を
望
み
ま
す
。

例

e
G
◎
等
の
件
で
す
。

理
由各
プ
ラ
ソ
メ
ー
カ
ー
の
記
号
が
ち
が
う
の
で
仕
事
が
、

し
に
く
い
の
で
、
舞
台
照
明
家
協
会
と
し
て
は
最
も
念

を
要
す
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
（
里
見
進
）

無

題
相

馬

清

恒
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達
し
た
。 第

四
部

第
一
部

第
二
部

第
一
ー
一
部

劇
場
舞
台
照
明

普
通
写
真
用
光
源

映
画
撮
影
用
光
源

去
る
日
の
本
年
度
第
二
回
理
事
会
の

席
上
、
日
本
照
明
委
員
会
よ
り
、
吾
が

部
劇
場
舞
台
照
明
の
項
目
に
関

し
て
た
す
。

¥,`
、`
ーヽ

t`lー、＂＇ヽ

＇`

Iー
ヽ
｀
ー
、
`
t
l
i
‘
"
＇
ヽ
｀
ヽ
｀
ヽ
"
`
t
l
A
‘
w
'
ヽ
｀
＇
｀
＇
｀
ー
、
’
ー
、
り
り
り
‘
り
‘
｀
’
t
i
、
"
'
ー
‘
`

イ
ギ
リ

ス
照
明
委
員
会
え
回
答

協
会
員
の
数
氏
に
照
会
の
あ
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
炉
癸
表
さ
れ
、
議
題
と
し
て
提

案
さ
れ
た
。

こ
れ
は
先
頃
海
を
隔
て
た
イ
ギ
リ
ス

照
明
委
員
会
よ
り
、
日
本
照
明
委
員
会

宛
に
照
会
回
答
を
求
め
ら
れ
た
、
過
去

一
年
間
に
於
け
る
我
が
国
の
照
明
の
進

歩
改
管
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
依
り

た
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
照
明

の
四
大
項
目
よ
り
成
つ
て
居
る
。

右
の
提
案
に
対
し
、
理
事
会
は
種
々

の
角
度
よ
り
討
議
の
末
、
左
の
結
論
に

（
過
去
一
年
間
に
於
け
る
照
明
の
進
歩
改
善
)

一
、
先
づ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
日
本

照
明
委
員
会
よ
り
各
個
人
宛
に

出
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
内
容

は
、
多
分
に
舞
台
照
明
家
協
会

の
趣
旨
、
目
的
に
則
し
た
も
の

で
あ
る
に
依
b‘

協
会
と
し
て

取
上
げ
綜
合
一
括
回
答
す
る
。

一
、
回
答
に
際
し
て
は
、
第
一
一
一
部

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
照
明
及
び
第
四

-
＂
又
文
献
と
し
て
海
を
渡
る
に

つ
き
。
慎
重
を
期
し
、
小
委
員

会
を
設
け
て
検
討
回
答
す
る
。

一
、
小
委
員
会
は
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
照
明
部
門
と
、
劇
場
舞
台
照

明
部
門
と
に
区
分
し
、
前
者
に

は
松
崎
国
雄
、
和
田
光
弘
、
土

村
昌
富
山
下
俊
弘
の
諸
氏
を
、

又
後
者
に
は
遠
山
静
雄
、
小
川

昇
、
篠
木
佐
夫
、
大
庭
一
1

一郎、

秋
山
易
三
の
諸
氏
を
委
員
に
選

定
す
る
。

右
の
決
定
に
基
づ
宮
、
各
委
員
は
夫

さ
分
担
項
目
の
調
査
研
究
に
活
動
を
開

始
し
て
居
る
。
然
し
何
分
に
も
各
委
員

と
も
身
辺
多
忙
の
た
め
、
集
会
も
仲
々

意
に
任
せ
た
い
状
態
た
が
ら
、
近
く
寸

暇
を
割
い
て
蒐
集
し
た
結
果
を
持
寄
り

結
論
を
得
て
、
可
及
的
速
や
か
に
日
本

照
明
委
員
会
に
回
答
の
日
を
期
し
て
居

る。
回
答
の
あ
か
つ
き
は
、
纏
て
号
を
追

ぅ
て
会
報
紙
上
に
発
表
し
、
大
方
諸
賢

の
参
考
資
料
の
一
端
と
も
願
い
｀
叉
批

判
も
仰
ぎ
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
事
瀦
局
）
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＇
｀
ヽ
｀
ヽ
｀
ヽ
｀
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＇
ヽ
｀
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｀
i
ヽ
｀
ヽ
｀
t
i

、J'
i
ヽ
｀
＇
ヽ
｀
、
`
t
i
、
｀
＇
｀
¥

告
別
式
は
二
月
二
十
六
日
、
青
山
斉
場
に

於
て
日
本
舞
踊
協
公
葬
と
し
て
挙
行
せ
ら

れ
、
当
協
会
は
、
哀
悼
の
意
を
表
し
て
、

生
花
を
璃
別
に
そ
な
え
た
。

●

西

崎

緑

さ

ん

二
月
十
九
日
、
東
大
病
院
に
て
永
眠
さ
れ

た。

月
十
日
ご
ろ
に
開
催
致
し
た
＜
準
備
致

し
て
居
り
主
す
。
其
の
節
は
場
所
、
時

間
等
の
お
通
知
を
致
し
ま
す
。
依
つ
て

万
端

<
b
あ
わ
せ
ら
れ
て
、
御
出
席
下

さ
れ
ん
事
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
（
事
務
局
）
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告
別
式
二
月
二
十
一
―
-
8
午
後
一
時
よ
り
、

本
郷
喜
福
寺
に
於
て
行
は
れ
た
。
協
会
と

し
て
、
心
か
ら
故
人
の
冥
福
を
祈
つ
て
花

環
を
霊
前
に
備
え
た
。

●
久
保
田
耕
一
氏
（
会
長
令
息
）

二
月
二
十
日
死
去

過
日
十
六
日
、
理
事
会
を
開
催
致
し

ま
し
て
、
第
二
回
目
の
総
会
を
来
る
四

11111111111111111 

お総
知会
らに
せ付
ぃ
て

・1111111111111111 
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心しな人努人'
てそ熱そ力扱諸昨：
いれ意れのて氏秋：
くにをぞ蓄将の多
事依期れ積来御年
とり待多 1こ‘努態
存‘致忙依協力案
！じ昨しのつ会をの
iま秋ま日ての感舞
！す決す常の発謝台
i °躙°とみ展致照
； さ 存可はし明
； れ じ能常ま家
： た まで仔す協
！諸すぁ理°会
i 目がる事の
i 的 ‘と諸創
：^ も刃沼 一存氏立
国遂層じのに

覇
次のま蜃関

；夫
具積す牲し
；ッ体極°的発
：化的各な起

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【
一
月
】

2
ー
27

歌
舞
伎
座
、
吉
猿
合
同
、
桐
l

葉
（
相
馬
消
恒
）

2
1
2
6

明
治
座
、
新
瓶
、
お
た
か
の
祝

言
（
篠
木
佐
夫
）
、
明
日
の
幸
福

（
篠
木
佐
夫
）
、
俺
は
藤
吉
郎
（
落

合
勝
造
）
、
黄
金
（
篠
木
佐
夫
）
、

お
さ
ん
茂
兵
ェ
（
篠
木
佐
夫
）

2
ー

2
•
3

新
橋
演
舞
場
、
菊
郎
劇
団
、

赤
西
蠣
太
（
篠
木
佐
夫
）

4
ー
2
.
1
1

俳
優
座
劇
場
、
俳
優
座
、
ク

ル
チ
ュ
フ
（
穴
沢
喜
美
男
）

5
1
2
3
東
横
ホ
ー
ル
、
文
学
座
、
思
い

出
を
売
る
男
（
篠
原
久
）
、
二
号

（
穴
沢
喜
美
男
）
、
大
寺
学
校
（
穴

沢
喜
美
男
）
、
華
々
し
き
一
族
（
穴

沢
喜
美
男
）

6
ー
26

東
横
ホ
ー
ル
、
仲
間
、
か
ぐ
や

姫
（
原
英
一
）

4
ー
1
7
一
ッ
橘
講
堂
、
演
出
劇
場
、
火

の
柱
（
穴
沢
喜
美
男
）

R
ー
16

神
戸
新
聞
会
館
、
前
進
座
、
三

年
寝
太
郎
（
滴
尾
輝
雄
）
、
友
禅

女
房
（
摘
尾
輝
雄
）

19
ー
24

一
ッ
橋
堕
革
、
プ
ー
ク
、
人
形

劇
コ
ソ
サ
ー
ト
（
滝
尾
輝
雄
）

3
0ー
2
•
4

千
代
田
公
会
堂
、
葦
の
会
、

廿
日
厭
と
人
間
と
谷
八
沢
喜
美
男
）

26
ー
3
1
一
ッ
橋
講
堂
、
泉
座
、
古
氷
は

解
け
て
（
原
英
一
）

2
8
ー
30

ヴ
イ
デ
オ
ホ
ー
ル
、
制
作
集
団

ス
カ
バ
ソ
の
源
だ
く
み
（
原
英
一
）

【

-l

月
】

30
ー
2
・
切
朋
治
座
、
新
国
劇
、
ド
ヤ

街
（
篠
木
佐
夫
）
、
百
太
郎
騒
ぎ

（
小
川
昇
）
、
穂
高
（
小
川
昇
）
、
丸

橋
忠
弥
（
落
合
勝
造
）

2
_
2
5
歌
舞
伎
座
、
吉
猿
合
同
，
静

（
相
馬
清
恒
）

5
ー
2
5
東
積
＊

1
ル
、
菊
五
郎
躙
団
若

．
手
、
犬
（
篠
木
佐
夫
）

5
ー
1
0
一
ッ
橋
講
堂
、
租
の
会
、
雷
雨

（
篠
原
久
）

6
ー
2
8
新
橋
演
舞
場
、
新
派
、
め
で
た

い
座
敷
（
二
.
瓶
正
吉
）
、
流
れ
る

（
篠
木
佐
夫
）
、
お
富
の
貞
操
（
篠

木
佐
夫
）
、
春
を
待
つ
女
た
ち
（
榮

・
山
睦
祁
）
、
明
石
の
姫
（
斎
藤
政
雄
）

1
4
|
2
4

俳
優
座
剰
場
．
仲
間
、
黒
い
べ

ェ
ー
ル
（
流
尾
輝
雄
）

19
ー
24

一
ッ
橋
講
堂
、
民
芸
、
御
料
車

物
聘
（
穴
沢
喜
美
男
）

照

明

日

録

戸・`

月】

21
ー
2
8
千
代
lfl公
会
堂
、
新
制
作
座
、

鳶
乃
収
村
騒
動
記
（
原
英
一
）

26
ー
3
.
5

俳
優
座
隈
場
、
新
人
会
、

マ
リ
ー
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
（
篠
木

佐
夫
）

1
.
2
1
ー
2
.
2
8
国
際
関
場
、

S
K
D
春

の
お
ど
り
（
山
本
順
三
・
室
本
孝

之）

1
ー
27

東
宝
隙
場
、
東
宝
｀
、
ユ
ー
ジ
カ

ル
、
金
瓶
梅
（
大
庭
一
一
一
郎
）

1
ー
1
0
大
和
証
券
ホ
ー
ル
、
隈
団
四
季

ひ
ば
り
（
吉
井
澄
雄
）

2
ー
27

新
橋
演
舞
場
、
新
国
関
、
王
将

（
小
川
昇
）
、
牧
野
富
太
郎
（
小
川

昇
）
、
大
菩
薩
峠
（
斎
藤
政
雄
）

2
1
8
千
代
田
公
会
堂
、
新
協
躙
団
、

す
ば
ら
し
き
贈
物
（
滝
尾
輝
雄
）

3

窺
積
ホ
ー
ル
、
舞
踊
躙
場
、
山
之

神
縁
起
（
滝
尾
輝
雄
）
、
ど
ん
じ
ゃ

が
（
田
中
恒
雄
）
、
街
二
下
リ
ク
天

狗
（
篠
原
久
）

3
ー
27

大
阪
歌
舞
伎
座
、
新
派
、
太
夫

さ
ん
（
篠
木
佐
夫
）
、
近
松
物
語

（
篠
木
佐
夫
）

5
ー
21

大
阪
中
座
、
関
西
歌
舞
伎
、
辺

城
の
人
（
篠
木
佐
夫
）

4
ー
2
3
第
一
生
命
ホ
ー
ル
、
文
学
座
、

プ
ル
ク
ニ
キ
ュ
ス
（
穴
沢
喜
美
男
）

8
ー
3
1
俳
優
座
創
場
、
新
演
餌
研
究
所

持
つ
と
い
う
こ
と
（
原
英
一
）

29

産
経
ホ
ー
ル
、
民
芸
、
セ
ー
ル

ス
マ
ソ
の
死
（
穴
沢
喜
美
男
）

9
ー

日

劇

、

N
D
T
春
の
お
ど
り

（
大
庭
一
1

一郎）

15
ー
六
月
上
国
際
劇
場
、
東
京
お
ど
り

（
山
本
順
一
ユ
）

7
ー
9

国
鉄
労
働
会
館
、
青
年
座
、
波

の
女
、
怪
し
き
村
の
旅
人
（
吉
田

豊）

以
上
ほ
、
調
査
の
不
備
で
相
当
に
脱
落
が

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
各
人
が
事
務
局
宛
に

御
報
告
下
さ
れ
ば
幸
甚
と
存
じ
ま
す
。

維
持
会
員
の
件

総
会
に
於
て
維
持
会
費
一
口
千
円
に
お
ち

つ
い
た
の
で
あ
る
が
、
い
ざ
各
プ
ロ
ッ
ク
に

分
た
ん
し
て
交
渉
の
結
果
、
維
持
会
員
に
な

ら
れ
る
べ
き
各
位
の
心
境
と
し
て
ー
ロ
一
二
百

円
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
其
の
上
に

て
口
数
を
多
く
し
た
方
が
、
運
営
其
の
他
容

易
な
ら
し
む
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

右
に
つ
い
て
私
は
提
案
す
る
。（相
馬
清
恒
）

事

務

局

往

来

皆
襟
方
の
御
協
力
に
よ
り
、
会
報
第
一
号

を
発
刊
致
す
は
こ
び
と
相
成
り
ま
し
た
。
今

後
は
尚
ー
そ
う
充
実
し
た
内
容
の
も
と
に
、

会
員
各
位
の
御
投
稿
記
事
を
加
え
て
充
実
し

た
私
等
の
会
報
に
致
し
た
く
、
お
気
付
の
点

や
、
御
意
見
御
希
望
等
の
御
投
稿
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
（
二

0
0字
四
枚
租
度
）
。

私
達
、
事
務
局
員
と
致
し
ま
し
て
は
、
毎

月
一
度
会
報
を
出
せ
る
よ
う
に
努
力
致
し
て

居
り
ま
す
。
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